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第１ 提言の背景と経緯  
1-1 はじめに  
三芳町は、埼玉県の南西部に位置し、関越自動車道の練馬ＩＣよ

り約１４㎞、東武東上線池袋駅から最寄りのみずほ台駅まで約２５

分と都心に近く、首都近郊のベッドタウンとして昭和４０年代より

人口が増え始め現在に至っている。町の南北を国道２５４号、関越

自動車道が縦断するなど、道路交通網が発展し利便性が良いことか

ら、物流事業者をはじめとする多くの企業が進出してきている。  
そのため、昼夜間人口比率が県内第１位、民間事業所数県内町村

第１位、従業者数県内町村第１位となっている。  
また、農業も盛んに行われており、専業農家率や後継者率も県内

トップクラスであり、県内有数の農業生産額をあげている。  
平成２９年３月には、雑木林の落ち葉を堆肥にして畑に施すとい

う江戸時代より行われてきた「武蔵野の落ち葉堆肥農法」が日本農

業遺産に認定された。  
さらに三芳町は首都圏近郊にありながら、減少しつつあるものの

武蔵野の自然と景観、そして歴史文化や伝統が残り、年間を通して

祭り、行事、イベントが開催されており、多くの団体や個人が町の

活性化のために活動している。人口約３８，５００人、面積約１５

ｋ㎡と小さい町ながらも商、工、農のバランスがとれた町と言える。 
三芳町議会は、これまで議会基本条例・議員政治倫理条例の制定、

夜間議会・休日議会の開催、議会報告会の開催、一般質問における

一問一答制の導入など開かれた議会、町民に近い議会を目指して議

会改革を進めてきたが、さらなる議会機能の強化のため政策立案能

力の向上が必要であると考え、先進地である長野県飯綱町議会や北

海道芽室町議会へ政策立案活動や政策サポーター制度、政策形成サ

イクルについて視察を行った。  
町民の福祉向上のためには、町民の声を町政に反映し、議会と町

民が協働しながら町の課題解決に取り組むことが重要である。  
そしてそれは、単なる要望ではなく、町全体を捉えた提言として、
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執行側に伝えていくことが大切であると考え、平成２９年３月に町

民ともに政策提言を実現する政策検討サイクルを稼働させるため、

政策検討会議及び政策サポーター会議を設置した。  
より実現可能な提言となるよう政策アドバイザーとして法政大

学法学部廣瀬克哉教授、政策サポーター会議アドバイザーとして淑

徳大学経営学部堀木美告准教授に就任していただいた。  
  
〇課題決定までの過程  

  政策提言の起点は町民の声・意見と考え、政策課題を抽出する

ため平成２９年４月に行われた議会報告会（ふれあい座談会）の

意見交換の場をワークショップ形式に変更して実施した。  
  その後、議会報告会での意見を基に各委員会で課題を検討した。 
  以下が各委員会より政策検討会議に提出された課題である。  
 
 ＜総務常任委員会＞  
 ・公共交通について  
 
 ＜厚生文教常任委員会＞  
・学校応援団の環境整備について  

 ・将来的に学区の見直しについて  
 
 ＜議会運営委員会＞  
・議員報酬、議員定数及び政務活動費の包括的な見直しの検討に 

ついて 

・交通弱者の救済、高齢者の免許返納促進及び廃止された地域福 

祉バス利用料金助成に代わる等の福祉政策の観点も含めた新公 

共交通システムの検討について 

 

 ＜広報広聴常任委員会＞  
 ・持続可能な公共交通のあり方について  
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 ・地域の特長を活かした観光資源の整備  
 
  各委員会より上記の７つの課題が提出された。どのテーマも重

要な課題であるが政策検討会議では、「議会だからできること」「議

会がやることで変わること」「議会が貢献できる課題」といった点

に主眼を置き、以下の政策検討課題の選定のポイントを定め、１

つに絞るための協議を行った。  
 
①実現可能なもの（成果が出せるもの）  
②予算・時間があまりかからないもの  
③執行部と対立しないもの（拒絶されないもの）  
④少しの修正で福祉向上につながるもの  
⑤落としどころや課題点が見えやすいもの  
⑥活発な議論をしやすいよう町民の方が興味の湧くもの  

 
その結果、平成２９年度の政策提言として取組む課題は、「地域

の特長を活かした観光資源の整備」に決定した。  
これといった名所旧跡もなく、首都圏近郊の三芳町がこれからど

のような観光を目指すのかを政策検討会議で協議を行った。  
観光に対する考え方はそれぞれ異なる部分もあるが、課題を抽出

し、将来像のイメージを共有しながら進めていくことが重要である

ことを確認した上で議論を重ねた結果、観光施策を進めていくこと

は手段であり、目的ではないということとなった。  
今ある町の資源に磨きを掛けることは、町の魅力を増大させ、町

のブランド力を高め、認知度向上につながる。それは、対内的には、

町に対する愛着や誇りを持つことに、対外的には来訪者を増やし、

交流人口の増加につながるものと考える。  
また、経済情勢も厳しく人口減少社会へと突き進んでいる今、自

治体間の競争は益々激しくなっている。その中で、観光施策を進め

ていくことは人材育成や特色ある地域づくりを促し、定住人口の増
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加にまで可能性を広げる。  
つまり、ただ単に観光入込客数の増加を目指すのではなく、町民

が暮らしやすさを実感し、住んでよかったと思えるまちづくりを進

めることが観光施策を行う本来の目的であると考える。  
加えて、町でも様々な観光に対する施策や事業を行っているが、

思うように進んでいない現状もある。しかし、それを否定するので

はなく、ここを直したら改善できる、もしくは観光施策をさらに推

進させることができるような提案も必要であると考える。  
以上のことを踏まえ、政策サポーターと共に観光施策を提言する

ことになった。  
 
1-2 三芳町の観光施策の現状  

  三芳町では、平成２３年に設立された「未来創造みよし塾」に

おいて「観光のまちづくり」が研究テーマとなり、町民と職員が

議論を重ね、観光施策の提言を行った。その中には多くの提言が

あり、町民と職員が三芳町における観光政策の必要性を議論した

意義は大きいものと考える。  
また、平成２８年度からの８年間の町の方向性や将来像を示した

第５次総合計画においても観光政策が謳われている、『Ⅲ緑と活力

にあふれた魅力あるまち１自然環境や景観を活用した観光と地域

ブランドづくりの推進』の『３）観光・地域ブランド』の項では、

具体的な今後の施策として、①観光拠点の整備②観光資源のブラン

ド化を挙げている。【資料 5-2】  
また、達成目標を観光入込客数、平成３５年度目標値１１０，０

００人としている（平成２６年度８０，８１３人）。課題では、『町

内には、「三富新田」「富の川越いも」をはじめ「菜の花」「ほたる」

「そば」といった観光資源が存在しますが、面的な広がりは限られ、

認知度不足が課題となっています。町の観光資源をさらに活かし、

地域ブランド化を図ることで町の魅力を高め、活力あるまちづくり

が求められています』としている。  
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重点プロジェクトの中には、「緑の保全・活用プロジェクト」「西

の玄関口プロジェクト」が掲げられている。  
これらのプロジェクトを遂行していくためには観光は必要不可

欠な要素と考える。  
現状と課題を分析し、今後の施策を進めていくためには、どうす

ればよいのか、足りないものは何かを考える必要がある。  
 

1-3 ワークショップでの意見及び先進地への視察  
これまでに８名の政策サポーターと淑徳大学の学生１名と共に

７回の政策サポーター会議の開催と先進地への視察を行った。  
その中では、政策サポーターと議員を２班に分け、ワークショッ

プ形式で、三芳町の観光の強み、弱み、課題、そして課題解決のた

めの手法について議論した。  
また、先進地視察も実施し「おがわまちなか散歩ツアー」を行っ

ている埼玉県小川町を訪問した。おもてなし案内員の説明を受けな

がら実際に散歩コースを回った後、事業の担当課であるにぎわい創

出課より説明を受けることができた。三芳町においても観光ガイド

の設置は取り組むべき課題のひとつであり大変参考となった。観光

ガイドの設置に向け実施母体や拠点整備の必要性を感じることもできた。 
 ＜視察場所＞ 埼玉県小川町（おがわまちなか散歩ツアー）  
 ＜目  的＞ 観光ガイドの育成について  
 ＜日  程＞ 平成３０年２月１６日（金）  
 ＜対  応  者＞ 小川町にぎわい創出課  
        おもてなし案内員  
 ＜概  要＞ 江戸時代に繁栄した小川町の歴史ある建物や街並

みを小川町観光協会おもてなし案内員の案内の下、

政策サポーター、議員を５名ずつ３グループに分

けまちなか散歩ツアーに参加した。その後、事業

の目的や事業に至る経緯、課題について小川町に

ぎわい創出課より説明を受けた。  
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小川町役場前から「おもてなし案内員」による案内が開始  

 

町内を散歩しながら歴史ある建物や街並みの案内を受けることができる  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小川町和紙体験学習センターでは、和紙作成の体験ができる  
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〇ワークショップの会議録  
【１班】 笠原高治氏 古寺貞之氏 島田喜昭氏 山田久美子氏 

小松伸介議員 安澤 豊議員 

～強み～ 

1. 自然災害が少ない・地形が平坦 

2. 三富新田・多福寺・木の宮地蔵堂・300年以上続く地割・美味

しい農産物・川越いも・川越街道 

3. 人の温かさ・顔の見える近さ・地元愛が強い 

4. 自然が豊か・ホタル・こぶしの里の自然 

5. 首都圏 30ｋｍ圏内・都市近郊・ある意味田舎（トカイナカ）・

川越 所沢に近い 

6. 町内にあるパサ―ル三芳・スマートＩＣの活用 

7. 企業数が多い・社会科見学などの企業訪問・地域を盛り上げ

ようとする企業・大崎電気ハンドボール 

8. みよしまつり 

9. フルート・音響の良いコピス 

10.生活に必要な施設が整っている・スプロール化してない 

 

 ～弱み～ 

1. 交通が不便・バス等交通の便が悪い・町内の移動手段に困る 

2. 駅がない・道路 歩道が狭い（ゆっくり歩ける道が少ない） 

3. いも街道を車でゆっくり走れない・自転車道の整備（町内回

るのに車では速い） 

4. 町の知名度が低い・全国区の名所がない・マスコミの利用が

少ない 

5. 地場産物のアピールが少ない・産業連関がうまく噛み合って

いない 

6. 若者の地元への関心がない・子どもの減少 

7. 町の財政状況が悪い 
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 ～課題～ 

1.  観光ガイドがいない・観光に特化した部署がない（観光専門 家） 

2.  観光に関して町と商工会のタイアップが出来ていない 

3.  町内の観光会社やバス会社等とのタイアップ 

4.  1時間過ごせる場所がない（通過点になってしまう） 

5.  三芳町ロビーストの育成 

 
【２班】勝山 均氏 望月正一氏 髙橋和男氏 早川光男氏 

    尾日向 樹氏（淑徳大学経営学部観光経営学科学生） 

        岩城桂子議員 細谷三男議員   

 

～強み～ 

1. 日本農業遺産・野菜が美味しい 

2. 散歩すると気持ちが良い 

3. 昔の風景が残っている 

4. 伝統的な農業が残っている 

5. 畑や林の向こうに雄大な富士がある 

6. 各地区に良い地点（観光）が多い 

7. 由緒ある寺社がある 

8. 東京に一番近い所に広大な農業地帯がある 

9. 広大な雑木林があり、住居の後背地に大きな自然がある。自

然の雰囲気に囲まれている 

10.空気に自然の香りがする 

11.自然が多い 

12.山林 

13.のんびりした雰囲気がある 

14.季節感がはっきりしている 

15.災害が少ない 

16.３２０年前の開拓地が残っている 

17.近隣に多くの人がいる 
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18.住宅、工業、農業のバランスがよい 

19.畑 

 

～弱み～   

1. 自転車で走ることが難しい 

2. 観光地に駐車場がない 

3. イベントはあるがトータルな観光施策がない 

4. 産廃会社が農地の中にある（又、ダイオキシン問題が起こら

ないとは限らない） 

5. 清らかな水の流れが無い 

6. 土ほこりが多い 

7. バス路線が無い 

8. 交通が不便・駐車場が少ない 

9. 交通網が脆弱 

10.高齢者の為の交通の悪さ 

11.里山を残す施策が感じられない 

12.同一の場所で年間を通しての集客ができない 

13.東西を結ぶ交通手段が無い 

14.公共交通の駅が町に無く玄関口が無い感じ 

15.町をくくる公共交通が極めて不便で町内に入り難い 

16.訪問に多数回耐えうる場所、歴史的なポイントが無い 

17.道路の現況が極めて悪い。歩道の無い道路が多い 

 

～課題～ 

1. 資料館から次に行こうとしてもバスが無い→ケヤキ並木方面 

2. 友人を誘って三芳町を案内したい 

3. 駅に町を紹介する看板の設置→鶴瀬駅・みずほ台駅 

4. 上富小の屋上から見ると火災現場が目立ってしまう 

5. 今ある自然も少し手を抜くと自然が無くなる 

6. 残すために、税金を徴収するか新たな施策が必要 
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7. どうしたら今の良い環境を残せるか→交通の不便が今の自然

を残せる 

8. フルインター化して、車での観光はどうか 

9. ドライブしながら写真を撮りアップすることにより、知名度

のアップ 

10.循環バスの設置はどうか 

11.ケヤキの紅葉・庁舎７階の展望台整備 

12.観光をやって何になりますか→町が綺麗になる。それが一番

です 

13.知名度アップ策→交流の場所設置。探検マップの充実。（地図

がメーンになってしまっている） 

14.宣伝が少ない 観光の基になる場所（拠点づくり） 

15.今は観光の形が変わっている→見るだけから体験型へと変化 

16.町の案内名人 

 

 

 

ワークショップの様子 
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第２ 抽出された課題  
  ワークショップで出された意見を基に三芳町の観光における課

題を以下の４項目に絞り分類した。  
 

2-1 観光拠点の整備（場づくり）  
・三芳には、有名なフルート工房があるため、活用すべき  
・音響の良いコピスで音楽で盛り上げる  
・観光案内所の設置  
・ボランティア人材の育成  
・観光に特化した施設と担当者の設置  
・どんな町にするか方向性を定める 

・町民として誇りを持てるようなトラップを作る、インフラ整備 

・道路の拡張 

 
 

2-2 観光推進のための人づくり（人づくり）  
・観光ガイドがいない・観光に特化した部署がない  
・観光資源を取りまとめる、コーディネーターが必要  
・ガイドの育成、三芳町 PR 人材の育成  
・シルバー人材の活用  
・小学校教育に町の歴史を義務付ける  
・町の魅力を話す人材を増やす  
・人づくり、まず地元を知る  
・三芳町物知り名人制度の創設（人材育成） 

・ご当地検定（勉強を取り入れた旅） 

・環境メンテのための人材育成 

・拠点づくり、町案内ガイドの育成、動植物、木々、歴史、風習 

 等の説明 
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2-3 情報発信の拠点整備（情報発信）  
・三芳町の統一的な掲示板の整理が必要  
・公民館に情報を発信するコーナーを置く  
・三芳パーキングエリアを通過点ではなく、目的地に  
・観光コースづくり  
・観光拠点づくり  
・商工会の参加を  
・賑わいバザール構想の実現を  
・町民に対して、町の魅力を知ってもらう  
・各グループの行事を一覧にする 

・どう住民にイベント等を発信しているか 

・多くの事業に取り組んでいるが、ばらばらに動いている。その 

 結果、発信力が弱い。アドレスを一つにすることで解決 

・地域の特徴を活かした観光。農地を活かして葉酸の効能を PR 

・町内の農業の様子がわかるような地域別農作業カレンダーの作成 

・農業センター・資料館へ特設コーナーの設置 

・FM放送局のコーナーを利用・拠点づくり 

・年間イベントを作成し、年間スケジュール表を作り発信する。 

パンフレット、新聞、個性づくり 

・若者向けのイベント、システム作り 

・ポスターのデザインを工夫する、見てもらえるような物をつくる 

 
2-4 住みよいまちづくり（観光による地域づくり）  
・町民がそれぞれの資源に関心が持てるような整備  
・自転車を活用した道の整備  
・町民が地元のことを知るための情報を発信する  
・交通の不便さを逆に利用し、PR する  
・ご当地検定を行い商品に野菜を配布、三芳町の良さを共有する 

・川越街道の東西の交流を深める 

・住みよい町づくりをする 

・町の良さを再認識するために第一に住民の為にイベントをする 

・ご当地検定の問題を町民から募集する  



 
 

第３ 課題を解決するための手法（提言）  
政策サポーター会議の中で三芳町の観光の強みで多く挙げられ

たのが、自然や景観が残っていることや農業が盛んに行われている

ことであった。  
 また、弱みでは、交通の不便さや道路交通網の悪さが多く挙げら

れていた。【資料 5-3】  
本来であれば、強みを伸ばし、弱みを解消していくことが求められる。 
しかし、今回は、【第２ 抽出された課題】でも既述したように、

観光施策を進めていく上での課題として「観光拠点の整備」「観光

推進のための人づくり」「情報発信の拠点整備」「住みよいまちづく

り」の４点が抽出され、その課題の解決に取り組むためのアイデア

が政策サポーターから提案された。そのアイデアについて「重要性」

「実現可能性」「効果波及性」「優先順位」の項目について順位付け

を実施し総合的に判断した結果、課題解決のための手法が以下のとお

り導き出された。  
これらの解決手法を「地域の特長を活かした観光資源の整備」と

して提言する  
 

１  観 光 を 通 じ て ど の よ う な ま ち づ く り を 行 っ て い く の か 観 光

に 対 す る 考え 方 、方 向 性を 定 め る。  

定住人口の増加につながる観光を手段とした住みよいまちづ

くりを町がどのように計画し実施していくかを町民に対し広く

示すことで、町全体として観光施策を行う本来の目的の共有が必

要であると考える。  
 

２  町 の 観 光 資 源 の 再 認 識 、 再 発 見 す る た め 、 観 光 に 特 化 し た

組 織 を 設 置す る 。  

今ある観光資源を有効に活用するためには、観光に特化した部

署や観光施設と施設担当者を設置する必要がある。その上で観光

ガイドや観光案内所の設置（ボランティア人材の育成）や観光推

14 
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進のための人づくり、観光資源を取りまとめるコーディネーター

の配置、三芳町の魅力や歴史、文化を語ることができる三芳町Ｐ

Ｒ人材の育成や観光ガイドの育成なども有効な手段であると考

えられる。  
 
３  町 の 観 光 施 策 を さ ら に 進 め て い く た め の 拠 点 づ く り を 行 う 。 

全世界に三芳町の観光を広く周知するためには、情報発信のた

めの観光拠点づくりが必要である。これまでも情報発信は行われ

ているが、統一感を持って効果的に行う必要があると考える。  
たとえば、メディアの活用や（仮称）三芳バザール賑わい公園

の早期実現も考えられる。  
 

４  町 の 観 光 施 策 を 進 め て い く た め に 可 能 な 範 囲 で イ ン フ ラ 整

備 を 行 う 。  

  今後、観光施策を進めていくためのインフラ整備としては、駐

車場の整備や道路の拡張、歩道及び自転車道の整備が必要である

と考えられる。  
 

５  町 の 観 光 施 策 を 進 め る た め 期 限 を 区 切 り 計 画 を 立 て 、 そ の

進 捗 状 況 を検 証 する 。  

  観光に関する計画が立案されても実行されなければ意味のな

いものになる。そのため、計画には期限を設けＰＤＣＡサイクル

を活用するなど、その進捗管理を円滑に進めるとともに、議会へ

の進捗状況の報告を求めるものである。  
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第４ むすび  
 今回、政策サポーター会議で提案された手法やアイデアはどれも

今後、観光のまちづくりを進めていく上では、必要なものと考える。 
しかし、ここで考えなければならないことは、どの提案も今の体

制の中で誰がやるのかということである。  
第５次総合計画の中でも、「認知度不足が課題」とし、「町の観光

資源を活かし、地域ブランド化を図ることで町の魅力を高め、活力

あるまちづくりが求められる」とある。また、町が行った「未来創

造みよし塾」で「観光のまちづくり」が研究テーマとなり、政策が

提言されたが、その中でも「司令塔の不在」が挙げられていた。こ

の点が今まで、なかなか観光施策が進まない理由であるとも考える。 
その中で求められるのが、新たな部署の設置もしくは観光協会の

創設である。こういった観光施策に特化した部門を作ることで、「観

光拠点の整備」や「観光推進のための人づくり」及び「情報発信の

拠点整備」のために挙げられたアイデアや提案の実行など観光施策

をさらに進めることができるものと考える。  
最後の課題が「住みよいまちづくり」である。これについては今

回の政策提言の最大の目的である。  
「観光拠点の整備」「観光推進のための人づくり」「情報発信の拠

点整備」を進めることによって、その結果として「住みよいまちづ

くり」につながるものと考える。そのためには、まず、町民が町を

知り、町の良さを再認識することである。  
最後にこの提言は、町民と議員で構成する政策サポーター会議が

廣瀬教授、堀木准教授のアドバイスを参考に７回にわたって議論を

重ねた結果、導き出されたものであることを町は重く受け止めると

ともに、今後さらに国内外を問わず多くの人たちに三芳町に対する

関心が広がり、そこに住む町民が誇りと愛着を持つための施策が行

われることを期待する。  
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5-1 三芳町の観光施策（平成２９年度）  
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5-2 三芳町第５次総合計画（観光施策関係 113 頁～119 頁）  
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5-3 政策提言リスト（政策サポーター会議作成）  
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5-4 三芳町議会政策サポーター会議構成員名簿 
三芳町議会政策サポーター会議アドバイザー  

淑徳大学准教授 堀木 美告氏 
三芳町議会政策アドバイザー 

              法政大学教授  廣瀬 克哉氏 
政策サポーター 

 氏 名 備 考 
１ 笠 原 高 治  
２ 勝 山   均  
３ 古 寺 貞 之  
４ 島 田 喜 昭  
５ 髙 橋 和 男  
６ 早 川 光 男  
７ 望 月 正 一  
８ 山 田 久美子  

政策サポーター協力員 
淑徳大学経営学部観光経営学科学生 尾日向 樹 

政策検討会議構成員 
 氏 名 備 考 
１ 井 田 和 宏 座長 
２ 小 松 伸 介 副座長 
３ 細 谷 三 男 構成員 
４ 岩 城 桂 子 構成員 
５ 安 澤   豊 構成員 
６ 拔 井 尚 男 議長 

事務局 
 氏 名 備 考 
１ 齊 藤 隆 男 事務局長 
２ 小 林 忠 之 書記 
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5-5 政策検討会議・政策サポーター会議開催実績  
○政策検討会議  

 開催日時 協議事項等 

第１回 平成 29年 5月 30日（火） 

9時 30分から 

今後のスケジュールについて 

第２回 平成 29年 6月 22日（木） 

9時 30分から 

政策検討課題について 

第３回 平成 29年 7月 3日（月） 

9時 30分から 

政策検討課題について 

第４回 平成 29年 7月 12日（水） 

9時 30分から 

今後のスケジュールについて 

第５回 平成 29年 8月 8日（火） 

9時 30分から 

政策サポーター会議の進め方について 

第６回 平成 29年 9月 1日（金） 

9時 30分から 

政策サポーター会議について 

第７回 平成 29年 9月 19日（火） 

9時 30分から 

政策サポーター会議について 

第８回 平成 29年 10月 12日（木） 

9時 30分から 

政策サポーター会議について 

第９回 平成 29年 10月 18日（水） 

15時から 

政策サポーター会議について 

第１０回 平成 29年 11月 13日（月） 

14時 15分から 

政策サポーター会議について 

第１１回 平成 29年 12月 1日（金） 

13時 30分から 

政策サポーター会議について 

第１２回 平成 29年 12月 15日（金） 

10時から 

政策サポーター会議について 

第１３回 平成 30年 1月 15日（月） 

9時 30分から 

政策サポーター会議について 
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第１４回 平成 30年 2月 13日（月） 

9時 30分から 

政策サポーター会議について 

第１５回 平成 30年 3月 7日（水） 

13時 30分から 

政策サポーター会議について 

第１６回 平成 30年 3月 20日（火） 

13時 30分から 

政策サポーター会議について 

第１７回 平成 30年 3月 29日（木） 

9時 30分から 

提言書について 

次年度の提言に向けて 

第１８回 平成 30年 4月 10日（火） 

9時 30分から 

提言書について 

次年度の提言に向けて 
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○政策サポーター会議  

 日時 協議事項等 

第１回 平成 29年 10月 16日（月） 

9時 30分から 

委嘱状交付 

自己紹介 

政策サポーター会議の概要説明 

町が行っている観光施策・事業等の説明 

先進地の事例 

意見交換 

第２回 平成 29年 11月 29日（水） 

15時から 

町の観光の強み、弱み、課題抽出のための

ワークショップ 

第３回 平成 29年 12月 20日（水） 

15時から 

町の観光の強み、弱み、課題抽出のための

ワークショップ 

第４回 平成 30年 1月 24日（水） 

15時から 

町の観光施策に関する課題解決手法の立

案のためのワークショップ 

先進地視察 平成 30年 2月 16日（金） 

12時 20分から 

埼玉県小川町 

「おがわまちなか散歩ツアー」参加 

担当課より概要説明等 

第５回 平成 30年 2月 21日（水） 

15時から 

町の観光施策に関する課題解決手法の立

案 

第６回 平成 30年 3月 23日（金） 

15時から 

町の観光施策に関する課題解決手法の立

案 

第７回 平成 30年 4月 26日（木） 

15時から 

政策提言内容の確認 

第８回 平成 30年 5月 17日（木） 

16時 30分から 

政策提言書提出 

 
 
 
 



 

37 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 



 

38 
 

 


